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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月31日(2011.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（ＶＩＩＩ）：
【化１】

で示されるダリフェナシンの溶媒和物。
【請求項２】
　νｍａｘ．（ｃｍ－１）：３４６３、３３４２、３２９９、３２８５、３０２２、２９
２５、２８２５、１６７３、１６１４、１４９０、１４４０、１３８４、１３３３、１３
１９、１２４３、１１９５、１１５２、１１３０、１１１５、１１０２、１０２８、１０
０３、９８０、９３９、９２６、９０７で有意な吸収バンドを示す、単回反射ＡＴＲ（減
衰全反射）を用いて測定される赤外スペクトルにより特徴づけられる、請求項１に記載の
溶媒和物。
【請求項３】
　１２.５７２、１２.７５４、１５.９７８、１７.４１９、１８.５３７、１８.８８９、
２０.７８、２１.５６２、２２.４３７、２２.７３６、２３.７６７、２４.０７５、２４
.２６６、２５.３５、２５.７６２、２７.２１４、および２９.７１６°（２θ）で主要
なピークを示す、銅放射（λ＝０.１５４０５ｎｍ）を用いて得られた粉末Ｘ線回折パタ
ーンにより特徴づけられる、請求項１または２に記載の溶媒和物。
【請求項４】
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　２０℃／分のスキャン速度で９２℃にて鋭い吸熱を示す、走査熱量測定（ＤＳＣ）トレ
ースにより特徴づけられる、請求項１～３のいずれかに記載の溶媒和物。
【請求項５】
　（Ｓ）－２－｛１－［２－（２,３－ジヒドロベンゾフラン－５－イル）エチル］－３
－ピロリジニル｝－２,２－ジフェニルアセトアミドをイオン交換樹脂処理に付すること
、続いてトルエンと混合することを含んでなる、請求項１に記載の式（ＶＩＩＩ）の溶媒
和物を提供する方法。
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